
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

～道路メンテナンスの実行へ～ 
諫早市役所で道路老朽化対策のパネル展を開催！ 

 高度経済成長期に、集中的に建設された橋梁などの道路構造物は、今後急速に高齢化し、

１０年後には建設後５０年経過する橋梁が４割以上になると見込まれます。 

 今でも静かに危機は進行しています。道路構造物の老朽化は進行を続け、平成２５年４月時

点において、通行止めや重量制限等の通行規制されている橋梁は、九州において約１５０箇所

(全国約2,000箇所)となっています。 

 構造物の計画的な点検により早期に損傷を発見し、重大な損傷に至る前に対策を実施する

予防保全による維持管理により、道路ストックの長寿命化の取り組みを強化し、大切な資産で

ある道路ストックを長く大切に保全するとともに、安全で安心な道路機能の確保を図ることとし

ます。   

 このため、九州地方整備局長崎河川国道事務所は、道路の老朽化対策に関する 
パネル展を以下のとおり実施します。 
 

 場所：諫早市役所 本館１Ｆホール 諫早市東小路町７－１ 
  日時：平成26年12月8日(月)～12月12日(金) ８：３０～１８：００ 
                    

 

【問い合せ先】 国土交通省 九州地方整備局 長崎河川国道事務所 
        
        電話：０９５－８３９－９２１１（代表） 
                                 

        技術副所長          （内線２０５） 
        保全対策官          （内線４０３） 

 なお、道路の老朽化対策に関するホームページも開設しております。  

  http://www.qsr.mlit.go.jp/n-michi/  よりぜひご覧下さい。                                         

平成２６年１２月５日 

九州地方整備局 

長崎河川国道事務所 
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展示パネルの一例  


